
え な が ら図 書 館 員 は 、 「せ め て 表 示 、 見 て ほ

しい な あ 。」 しみ じみ と 「z」 キ ー(削 除 コ

ー ド)を 押 す の で した
。

「Z」 キ ー を押 しな が ら…
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活字中毒症。これは御存知、椎名誠著作

の 「もだえ苦 しむ活字中毒者地獄の味噌蔵」

に登場する、形態不問だが活字 に触れなけ

れば、禁断症状 を引 き起こす架空の病気で

ある。図書館に勤める私は、幸か不幸かこ

の病にまだ犯 されていない。むしろ、逆の

非活字中毒症である。

活字離れが嘆かれる時流に乗ってか乗 ら

ずか、恥ずか しい話、前述の小説にしても、

以前深夜ローカルのテ レビ番組で知った次

第である。

就職 してからは種々の事情により、実用

書以外のものはほとんど読 まな くなったの

だが、唯一読んだものを挙げると、中島ら

も氏の 「しりとりエ ッセイ」(講 談社文庫)

がある。

この本はタイ トルからも察 しがつ くよう

に、お題を"し りとり"し なが らエ ッセ イ

を綴るというものである。以前か らこのよう

な企画本が存在 したのかは定かではないが、

非活字中毒症の私にとっては鮮烈な印象を

受けたのを記憶 している。どこだかの新聞

紙上に連載 されていたようで、文字数に し

てわずかばか りの文章ではあるが、(本 来エ

ッセイとはそのようなものなのか?)そ の

卓越 した知識 と文才が十分 に感 じられる文

体、著者独特のユーモア、何 よりも簡単明

瞭なところが よかった。だが、あとが きに

KI55に は 検 索 結 果 の 保 存 機 能 が あ っ

て 、 集 合 検 索 等 の 使 用 後 に ち ゃ ん と削 除 し

て お け ば 、皆 さ ん 気 持 ち よ く使 え ます が 、反

面 、 「労 働 条 件 や福 利 厚 生 に つ い て 課 題 が 出

て る な 」 とか 「六 法 を 探 して い る 人 が 多 い

な」 とか わ か る の で 、 図 書 館 員 に とっ て貴

重 な 情 報 源 に な り ます 。 そ れ で 、3階 閲 覧

室 に 行 く度 に 検 索 結 果 を見 る よ う に して い

る の で す が 、 片 っ 端 か ら端 末 機 の 前 に 立 っ

て は 画 面 を じ一 っ と眺 め て い る の は 、 端 目

に は胡 乱 に見 え る の で は と、ち ょっ と気 が か

りで す 。

「胡 乱 な」 図 書 館 員 が 画 面 を 見 る と、分 類

の 項 目で 件 名 を 検 索 し て い た り、 ス コ ッ ト

を探 す の に 「ス コ ッ ト」 と入 力 して い た り、

「な つ め そ うせ き」 と 入 力 して い た り、 「イ

ン タ ー ネ ッ ト」 の 「一 」(長 音)が 「一 」

(ハ イ フ ン)だ っ た り して い ま す 。 図 書 館 員

は 思 い ま す 。 「半 導 体 じ ゃ な く<428.

8>っ て い れ て くれ た ら な あ」 とか 、 「西 洋

人 は 原 綴(Scotの な ん だ け どな あ 」 とか 、

「ヨ ミで の 検 索 は 姓 名 の 間 に","入 れ て ね」

とか … ・。「そ う した ら、0件 じゃ ない の に。」

残 念 で 残 念 で 、 あ る の が わ か っ て い る時 は

尚 更 で す 。 検 索 語 を 入 力 す る画 面 に 注 意 点

を あ げ て い ます 。 長 音 は こ こ だ と貼 っ て あ

り ます 。 「や り直 して 下 さ い」 と出 た ら取 消

キ ー を押 して くだ さ い と も… 。 表 示 を見 て

くれ た らな あ 。 こ の 本 も こ の 本 も、 本 当 は

あ る ん だ け ど… 。 こ の 人 、結 局 ど う した か な

あ 。 公 共 図 書 館 に 行 っ た か な 。 探 す の だ け

は や め な い で 、 い い レポ ー トを書 い て くれ

て た らい い け ど。 余 計 な お 世 話 な こ とを 考
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よる と残念に も、氏は二度 とこのような形

態の文章を書 くことはないらしい。

それからの私は、めでた く活字中毒症に

なったという唐突 な展開になるわけもな く、

毎 日を過 ごしているのだが、新聞各紙 に掲

載 されている ミニコラムに多少な りの興味

を示す というささやかな進歩を見せは じめ

ている今 日この頃なのである。

この原稿 を読 まれた非活字中毒症の奇特

なあなた、あなたも偉大な進化をもたらし

得 る、ささやかなアクションを起こしては

いかがかな。


